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２2

光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
実
現

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業②

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
な
る
と
今
の
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

見
え
る
の
で
す
か
？

既
存
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
だ
け
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
テ
レ
ビ
ま
た
は

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー(

既
存
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
で
見
る
場
合)

が
必
要
に
な
り

ま
す
。テ

レ
ビ
だ
け
の
加
入
は
で
き
な
い
の

で
す
か
？

今
回
の
補
助
事
業
は
超
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
整
備
を
目
的
と
し
て
い
る

た
め
、
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き

る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
は
付
加

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
の
で
テ
レ
ビ
だ
け
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

同
一
敷
地
内
に
二
世
帯
の
家
が
あ
る

場
合
、
一
世
帯
分
の
加
入
で
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

は
い
。
同
一
敷
地
内
に
二
世
帯
の
家

が
あ
る
場
合
、
一
加
入
で
ど
ち
ら
か

一
方
に
引
き
込
ん
で
い
た
だ
き
、
後
は
分

配
器
で
分
配
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

同
一
敷
地
内
の
納
屋
な
ど
で
テ
レ
ビ
を

見
る
場
合
も
同
様
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

初
期
費
用
は
い
つ
必
要
に
な
る
の
で

す
か
？
ま
た
、
月
額
利
用
料
金
は
い

つ
か
ら
必
要
に
な
る
の
で
す
か
？

今
年
の
十
二
月
ご
ろ
に
、
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
す
る
方
は
本
契
約
を
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
初
期
費
用
に

つ
い
て
は
契
約
完
了
後
に
お
支
払
い
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

月
額
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
本
格
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
月
か
ら
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
来
年
八
月
ご

ろ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
自
宅
で
Ｂ
Ｓ
放
送
を
見
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｂ
Ｓ

放
送
は
こ
れ
か
ら
も
見
え
ま
す
か
？

現
在
Ｂ
Ｓ
放
送
は
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ

放
送
と
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
放
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送

に
つ
い
て
は
平
成
二
十
三
年
に
、
Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ロ
グ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
平
成

十
九
年
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ1Ａ1Ｑ2Ａ2Ｑ3Ａ3

Ｑ4Ａ4Ｑ5Ａ5

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ･

防
災
無
線
整
備
事
業

事
業
者
向
け
説
明
会
に
つ
い
て

事
業
所
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
経

営
す
る
事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

七
月
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分
～

場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル

わからないことがあればお気軽にお問い合わせください。役場総務課 (2)2511
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、神戸市の人と防災未来センターへ勝

浦町日赤奉仕団（勝浦町婦人会）41人が研修に行っ

てきました。センターでは、災害特性を踏まえた防

災に関する知識や防災意識の向上のための体験や学

習を行いました。

県内でも、北島町にある県立防災センターで災害

時におけるさまざまな体験をすることができますの

で、一度訪れてみてはいかがでしょうか。

人と防災未来センター研修の感想

▲人と防災未来センター

徳島県立防災センター

板野郡北島町鯛浜字大西165 フジグラン北島 西隣

開館時間 午前９時～午後５時まで（入館無料）

休 館 日 毎週月曜日・毎月第１火曜日・年末年始

０８８（６８３）２０００

自分の身は自分で守る！
自らの地域はみんなで守る！

南海地震の発生確率は、2030年までに50％と言わ

れています。

災害で重要なのは、自分の命を守る「自助」であ

り、次いで家族を守り、地域住民が助け合う「共助」

です。常日ごろから「発生した場合どうすればいい

か」心がけておいてください。

地震などの災害発生時には、行政だけで対応する

ことには限界があり、隣近所の人達が互いに協力し

合うことが大切です。

５月29日

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

震災は恐ろしい。シ

アターを見て、神戸は
大変だったんだなと思っ

た。防災用品準備して

おかなければ駄目だと
おもった。大変勉強に

なった。

防災未来センター

勉強になった。こ

つこつと防災用品

備えたいと思いま

す。

備えあれば憂いなし

と昔から言われていま
すが、いざ地震が起っ

たらしょうがないと思っ

た。また、ボランティ
アの力はすごいと思っ

た。婦人会の協力よろ

しくお願いします。

神戸の震災が起きて

10年の月日が経つのが

早いと思った。10年の

月日はすごいと思った。

また、復興力すごいと

思った。

シアターを見たら、

震災は、すごいと思っ

た。山で起った場合

はどうなるのか。準

備できるものはした

い。



情 報 ア ラ カ ル ト

４

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

内

容

講

演

会

日

時

七
月
五
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

リ
ズ
ム
室

講

師

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー

吉

良

明

美

先
生

演

題

「
食
べ
る
こ
と

話
す
こ
と
」

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

学
校
は
、
児
童
生
徒
が
一
日
の
大
半
を
過

ご
す
施
設
で
あ
り
、
受
動
喫
煙
の
被
害
は
大

人
よ
り
も
子
供
の
方
が
大
き
い
た
め
、
心
身

の
成
長
過
程
に
あ
る
児
童
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
を
図
る
た
め
と
、
学
校
は
健
康
づ
く

り
の
観
点
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
喫
煙
し
な
い

よ
う
に
教
育
を
行
う
場
で
あ
り
、
児
童
生
徒

が
喫
煙
し
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
学
校

自
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
学
校
敷
地

内
禁
煙
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

(

２)

２
５
１
５

任
期
満
了
に
伴
う
勝
浦
町
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
告

示

日

七
月
五
日

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で

【
投
票
日
】

七
月
十
日

午
前
七
時
～
午
後
八
時
ま
で

【
選
挙
の
で
き
る
人
】

勝
浦
町
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
人

【
期
日
前
投
票
】

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
町
内

に
い
な
い
場
合
は
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
、
下
記
の
場
所
・
時

間
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

場

所
役
場
住
民
課
内

期
日
前
投
票
所

日

時
七
月
六
日

～
七
月
九
日

ま
で
の

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時
ま
で

【
不
在
者
投
票
】

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
は
、
従
来
ど
お
り
そ
の

施
設
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
病
院･

施
設
等
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
法
律
に

定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

町
役
場

住
民
課
内

選
挙
管
理
委
員
会

(

２)

１
５
０
１

役
場
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課

(

２)

１
５
０
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
七
月･

八
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

８月31日 ７月13日 ７月５日

★
園
庭
開
放

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

（
暑
い
と
き
な
の
で
、
水
を
使
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。
的
あ
て
遊
び
や
魚

す
く
い
等
）

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
７
月
生
お
誕
生
会

（
藤
本
光
子
さ
ん
が
手
品
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
よ
。一
緒
に
楽
し
も
う
ね
。）

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
七
夕
の
集
い

（
生
比
奈
保
育
所
の
友
達
と
う
た
を

歌
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

す
る
）

★
お
店
遊
び
に
参
加
す
る

★
講
演
会

学
校
敷
地
内
禁
煙

学校敷地内禁煙に
ご協力を

お願いします

お
知
ら
せ

勝
浦
町
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老

人

保

健



５

徳
島
県
内
に
あ
る
十
四

の
補
導
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
「
声
か
け
ら
れ
た
」

「
つ
き
ま
と
わ
れ
た
」
等

の
不
審
者
情
報
は
、
昨
年

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

わ
ず
か
九
か
月
間
に
、
約
三
百
件
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
日
徳
島

県
内
の
ど
こ
か
で
事
件
が
発
生
し
て
い
る
計

算
に
な
り
ま
す
。

勝
浦
町
内
で
も
五
月
二
十
五
日
に
、
声
か

け
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
大
事
に
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
つ
間
違
え
ば
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
き
ま
し
て
も
保
護
者
に

協
力
依
頼
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
！
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
向
け
、

散
歩
や
買
い
物
、
洗
濯
物
干
し
を
し
て
い
る

時
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
等
を
見
守
っ

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
お
力
添
え

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
不
審
な
情
報
や
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
に
!!

連
絡
先生

比
奈
小
学
校

(

２)

３
０
０
４

横
瀬
小
学
校

(

２)

２
０
０
９

勝
浦
中
学
校

(

２)

２
５
９
１

教
育
委
員
会

(

２)

２
５
１
５

小
松
島
警
察
署

０
８
８
５
３（
２
）０
１
１
０

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
対
象
者

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

戦
没
者
等
の
子

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没

者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

方
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
婚

姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
又
は
遺

族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方

は
除
か
れ
ま
す
。）

以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹か

ら

以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ

ま
す
。）

支
給
内
容

額
面

四
十
万
円

十
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

請
求
窓
口

役
場
福
祉
課

(

２)

１
５
０
２

徳
島
県
で
は
、
毎
年
七
月
七
日
か
ら
七
月

十
三
日
ま
で
の
一
週
間
を

｢

徳
島
県
男
女
協

調
週
間｣

と
し
て
、
ま
た
、
七
月
十
一
日
を

｢

徳
島
県
男
女
協
調
の
日｣

と
定
め
重
点
的

に
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、｢

女ひ
と

と
男ひ

と

の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
く
し
ま｣

を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
七
年
七
月
九
日

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

場

所

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無

料

※
手
話
通
訳
、
託
児
あ
り

ア
ニ
マ
ル
浜
口
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
テ
レ
ビ

番
組
で
も
紹
介
さ
れ
た
小
松
島
高
校
男
子
新

体
操
部
の
演
技
な
ど
み
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
県
民
環
境
部
男
女
共
同
参
画
課

０
８
８（
６
２
１
）２
２
０
３

役
場
住
民
課

(
２)

１
５
０
１

徳
島
県
で
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
八

月
二
日

及
び
九
月
九
日

に
狩
猟
免
許
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち

社
団
法
人
徳
島
県
猟
友

会
で
は
次
の
日
程
に
よ
り
狩
猟
免
許
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

本
年
の
狩
猟
免
許
講
習
会
は
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

第
１
回

平
成
十
七
年
七
月
二
十
七
日

文
化
の
森
二
十
一
世
紀
館

第
２
回

平
成
十
七
年
八
月
二
十
八
日

穴
吹
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
徳
島
県
猟
友
会
ま
た
は
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
猟
友
会

０
８
８（
６
２
３
）１
６
１
７

役
場
産
業
振
興
課

(

２)

１
５
０
５

女ひ
と

と
男ひ

と

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
く
し
ま

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の皆

様
へ

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
ろ
う

一
一
〇
番
に
ご
協
力
を
！

平
成
十
七
年
度

狩
猟
免
許
講
習
会



６

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
）
の
皆
さ
ん
へ

介護保険料の額はどのようにして決まるの？（第１号被保険者）

市町村単位でどの程度介護サービスが必要かによって、基準額（平成17年
度の勝浦町は月額4，200円）が決まります。そのうえで所得段階別に個々人

の保険料額が決まります。

区 分 段 階 計算方法 平成17年度
（月額保険料）

生活保護受給者・福祉年金受給者
であって世帯全員が住民税非課税

第１段階 基準額×0.5 2,100 円

世帯全員が住民税非課税 第２段階 基準額×0.75 3,150 円

本人は住民税非課税 第３段階 基準額 4,200 円

本人は住民税課税であって前年の

所得金額が200万円未満
第４段階 基準額×1.25 5,250 円

本人は住民税課税であって
前年の所得金額が200万円以上

第５段階 基準額×1.5 6,300 円

介護保険料はどのように支払うの？

年金から天引きされる｢特別徴収｣と、納付書に基づき、個別に納めて頂く
｢普通徴収｣の２通りがあります。主に年間でいくら年金を受け取っているか

によって決まります。

老齢年金が年額18万円以上の方
↓

老齢年金が年額18万円未満の方
↓

介護保険料は年金の定期払い
（4・6・8・10・12・2月）の時
に天引きされます。

特別徴収

送付される納付書に基づき、
個別に納付頂きます。（納付月
は6・7・8・9・10・11・12月）
口座振替もご利用できます。

普通徴収

年金額が18万円以上でも、こんなときは普通徴収となります！

年度途中で65歳になった方

年金の支給を一時停止されて

いる方

他の市町村から転入された方

遺族年金、障害年金、老齢福祉

年金のみを受給されている方

特別徴収の保険料が年度途中で

変更されたとき

65歳になった年度の翌年度の10月ま

では普通徴収となります。

給付が再開された年度の翌年度の10

月までは普通徴収となります。

転入された年度の翌年度の10月まで

は普通徴収となります。

普通徴収扱いとなります。年金から

の天引きは行われません。

増額となった場合は、特別徴収と普

通徴収の併用となります。

平成17年度の介護保険料を７月中旬にご通知します。今回は特別徴収の方、

普通徴収の方（下段「介護保険料はどよのうに支払うの？」をご覧下さい。）全

員に年間保険料や納期ごとの金額などを確定しお知らせします。徴収方法によ

り取扱が変わってきますので、内容をよくご確認頂き、納付忘れ等のないよう

にご協力をよろしくお願いいたします。（普通徴収で口座振替の手続きをされ

ていない場合は、納付書での納付が必要です。）



７

生まれた日の翌月から９歳になって
最初の３月までもらえます！
（９歳到達後最初の年度末まで）

最初の子どもからもらえます！

最初の子ども 5,000円（月額）

２人目の子ども 5,000円（月額）

３人目以降の子ども 10,000円（月額）

支給期間

支給対象

注意：児童手当の手続きを忘れずに

新たに受給資格が生じた場合の「認定請求」や、
支給対象児童が増えた場合の「額改定認定請求」等

の手続をしないと手当を受けることができません。

※手続きが遅れると遅れた月分の手当が受けられな

くなります。また、支給対象児童が減った場合の

「額改定届」や、サラリーマンの方が退職し特例給
付の受給資格がなくなった場合の「受給事由消滅届」

などの手続きが遅れると、もらった手当を返してい

ただくことになります。

注意：初めて児童手当をもらう場合は、申請した日

の翌月分から支払月の前月分までが支払われ

ることになります。

(2)1502

注意：一つの家庭の中で受給者が２人以上にはなり

ません！あくまでも、受給者は１人です。

ただし
、

条件があります！

児 童 手 当
もう申請は済みましたか？

支給金額

児童手当には２つの種類があります。
一つが「児童手当」、もう一つが「特例給付」です！

児童手当はどんな制度？

豊かで活力ある社会を将来にわたって維持していくた

めには、これからの未来をささえる子ども達が、心も体
も健やかに育ち、幸せになることです。そのためには、

家庭における生活の安定が必要！子育てにかかる費用の

一部を、児童手当として支給することにより、子どもと

くらし、子どもを養い、守り育てる方の生活を安定させ、
生活の質が高まるよう支援することが目的です。

児童手当の手続きは
どこに行けばいいの？

住所地の役場の窓口（公務員の場合は勤務先）になりま

す。「認定請求書」等の提出が必要になります！
お父さんに限定しているわけではありません。

その家庭において、その子どもに対する受給資格の要

件に最もあう方が児童手当の申請者になります。

児童手当を申請するのは
お父さん？

一つ目の条件

日本国内に住所があること。

国籍は関係ありません！

二つ目の条件

児童手当がもらえるのは、

小学校３年生終了までです！

三つ目の条件

所得額の制限があります。（子どもを養育し生計を維持

している方で、所得が一定額未満の場合にもらえます。）

四つ目の条件

親が養育していない場合は、親でなくても子どもとく

らし、子どもを養い、守り育てていれば、児童手当が

もらえる場合があります！

子どもとくらし、子どもを養い、守り育てる、

そのような方なら、児童手当がもらえます！

児童手当をもらえるのはどんな人？

児童手当はいつもらえるの？

毎年２月・６月・10月にそれぞれの前月分（例えば、６

月には、２月・３月・４月・５月の４か月分）がまとめ

てもらえます。

児童手当の受け取り方は？

「認定請求書」に振り込み口座名等を記入

する欄があります。記入していただけれ

ば、金融機関などへ振り込まれます！

※児童手当や特例給付（小学校第３学年修了前特例

給付）のことについて、おわかりにならないこと

や詳しいことは、役場福祉課（公

務員の方は勤務先）へお問い合わ

せ下さい。役場窓口には、児童手

当制度のご案内（しおり）もあり

ますのでご利用下さい。

問い合わせ 役場福祉課

所得が一定額未満の場合に限って、児童手当と同額
の給付が支給されます。支給対象となる子どもの年

齢についても児童手当と同じです。

「特例給付」ってなんなの ？

所得制限により児童手当を受けられないサラリーマン

（厚生年金に加入している方）等の特例としてもうけられ
た給付です。



８

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
受

験
希
望
の
方
は
、
七
月
十
一
日
以
降
に
申
込

用
紙
を
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

病
院
の
臨
時
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

正
・
准
看
護
師

募
集
人
員

若
干
名

勤
務
体
系

二
交
替
制

募
集
期
間

平
成
十
七
年
七
月
一
日

～

七
月
八
日

採
用
予
定
日

平
成
十
七
年
八
月
か
ら

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

(

２)

２
５
５
５

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
７
月
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

七
月
の
活
動
内
容

○

水
遊
び
の
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

○

七
夕
（
七
月
十
二
日
）

日

時

毎
週
火
曜
日
（
七
月
五
日
は
お
休
み
）

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

※
十
九
日

は
育
児
相
談
あ
り

場

所

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
沼
江
）

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

勝
浦
町
内
で
の
行
事
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
感
動
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
地
域
や
学
校
な
ど
で
、
あ
な
た
の
身
の

回
り
の
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
こ
ま

を
ス
ナ
ッ
プ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
写
真

勝
浦
町
内
で
撮
影
し
た
も
の
で
季
節
に

あ
っ
た
写
真
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由

サ

イ

ズ

Ｌ
サ
イ
ズ
以
上

締
め
切
り

八
月
広
報
締
め
切
り

七
月
十
五
日

九
月
広
報
締
め
切
り

八
月
十
五
日

応
募
方
法

①
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
写
真

の
場
所
等
を
添
え
て
役
場
総
務
課
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ

の

他

①
た
て
・
よ
こ
は
自
由

②
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
プ
リ
ン

ト
し
た
も
の
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
採
用
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

(

２)

２
５
１
１

広
報

か
つ
う
ら

表
紙
写
真
募
集
！

～
あ
な
た
も
広
報
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
せ
ん
か

募

集

今
回
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
大
き
く

二
つ
の
種
類
に
わ
け
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

対
価
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

例
え
ば
、
性
的
な
関
係
を
要
求
し
て

｢

言
う

こ
と
を
聞
け
ば
、
給
料
を
高
く
す
る｣

｢

き
か
な

け
れ
ば
や
め
て
も
ら
う｣

な
ど
と
、
職
務
上
の

地
位
を
利
用
し
た
り
、
何
ら
か
の
雇
用
上
の
利

益
の
代
償
あ
る
い
は
対
価
と
し
て
性
的
要
求
が

行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

環
境
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

言
葉
に
よ
る
性
的
な
い
や
が
ら
せ
の
よ
う
に
、

経
済
的
な
不
利
益
は
伴
わ
な
く
て
も
、
そ
れ
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
務
の
円
滑
な
遂

行
を
妨
げ
る
よ
う
な
、
就
業
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
性
的
な
言
動
を
言
い
ま
す
。

こ
う
し
た
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
の
た
め
に
、
経
営
者
や

役
員
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

す
る
十
分
な
認
識
と
理
解
を
し
、
企
業
方
針
と

し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ

な
い
姿
勢
を
明
確
に
し
、
社
内
へ
周
知
、
教
育
、

研
修
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
男

性
が
、
働
く
女
性
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
問
題
解
決
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

男
女
共
同
参
画
社
会
を

め
ざ
し
て

勝
浦
病
院

看
護
師
募
集

勝
浦
町

職
員
採
用
試
験
案
内

試験区分 一般事務 初級 看 護 師

受験資格

昭和55年４月２日～

昭和63年４月１日ま

でに生まれた者

昭和51年４月２日以降

に生まれた者で、看護

師の免許を有する者

採用予定人数 ２ 名 １ 名

試 験 日 平成17年９月18日

試 験 場 徳島大学総合科学部

申込受付期間

平成17年７月25日 ～平成17年８月８日

までの執務日の午前８時30分から午後５時

（土・日曜日を除く）



９

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
一
科
目
か
ら
自
宅
学

習
が
で
き
ま
す
。
仕
事
上
の
力
量
ア
ッ
プ
と

か
教
養
や
家
庭
生
活
に
役
立
て
た
り
、
大
学

卒
業
で
「
学
士（
教
養
）」
の
学
位
等
の
資
格

取
得
な
ど
、
目
的
に
応
じ
た
科
目
を
履
修
で

き
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
は
土
・
日
も
授
業

テ
ー
プ
の
視
聴
や
貸
出
、
面
接
授
業
な
ど
を

し
て
お
り
、
学
生
同
士
で
触
れ
合
え
る
場
で

す
。

★
大
学
の
６
専
攻
〔
生
活
と
福
祉
、
発
育
と

教
育
、
社
会
と
経
済
、
産
業
と
技
術
、
人

間
の
探
究
、
自
然
の
理
解
〕

★
大
学
院
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
〔
総
合
文
化
、

政
策
経
営
、
教
育
開
発
、
臨
床
心
理
〕

★
短
大
、
専
門
学
校
卒
業
生
は
三
年
次
編
入
可

★
美
馬
町
、
日
和
佐
町
で
も
視
聴
テ
ー
プ
の

利
用
可

◎
募
集
学
生
（
入
試
な
し
）

大
学
…
教
養
学
部
〔
全
科
／
選
科
／
科
目
〕

大
学
院
〔
修
士
選
科
生
／
修
士
科
目
生
〕

◎
募
集
期
間
（
二
学
期
制
・
入
学
は
年
二
回
）

十
月
入
学
生

六
月
十
五
日
～
八
月
三
十
一
日
（
必
着

四
月
入
学
生

十
二
月
十
五
日
～
二
月
末
日
（
必
着
）

◎
募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
大
学
工
学
部
内
）

０
８
８（
６
０
２
）０
１
５
１

開
校
式
記
念
行
事
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

二
宮
清
純
氏
を
お
迎
え
し
、
「
勝

者
の
思
考
法
」
と
題
し
て
文
化

講
演
を
開
催
し
ま
す
。

二
宮
清
純
氏
は
、
現
在
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
戦
な
ど
国
内
外
で
幅
広
い
取
材
活
動

を
展
開
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、「
地

域
」
と
「
住
民
」
を
主
体
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
サ
ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス

タ
ー
」
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
や
報
道
番
組
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
、
講
演
活
動
と
幅
広
く
ご
活
躍
中
で
、
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
裏

話
を
交
え
な
が
ら
、
き
っ
と
楽
し
い
お
話
が
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

平
成
十
七
年
七
月
三
日

午
後
一
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

(

２)

２
５
１
５

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

10
月
入
学
生
募
集
！

▲スポーツジャーナリスト

二 宮 清 純 氏

～
勝
浦
町
社
会
総
合
大
学
開
校
式
～

二
宮
清
純
記
念
講
演

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 14 ・21 午後 7:30～9:30

踊 り ６ ・13 午後 2:00～4:00

歌 謡 ７ ・28 午後 7:30～9:30

生け花 ６ ・20 午後 7:30～9:30

大正琴 ７ ・14 ・22
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

習 字 １ ・８ ・15 午後 7:00～9:00

◎
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

近
隣
地
域
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、

今
月
も
各
種
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

場

所

勝
浦
会
館

７
月
交
流
講
座
ご
案
内
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まちかど散歩みち

に
七
十
八
名
の
会
員
と
本
町
か

ら
二
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

お
手
玉
演
舞
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

◎
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
総
会
は
、
都
内
新
宿
の
ホ
テ
ル
で

六
月
四
日

に
四
十
五
名
の
会
員
と
本
町
か
ら
八
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
懇
親
交
流
会
で
は
、
阿
波
踊
り
も
飛
び
出

し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

※
西
浜
議
員
、
大
西
議
員
か
ら
イ
タ
ド
リ
の
漬
け
物
が
差
し
入
れ
ら

れ
、
昔
懐
か
し
い
味
と
大
変
好
評
で
し
た
。
ご
苦
労
に
感
謝
致
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

みんなで走ろうハーフマラソン大会が５月29日 、星谷運動公園

において開催されました。この大会では、１チーム４人以上10人以

下のメンバーにおいてタスキリレーをしながらハーフマラソンの距

離（21.0975km＝星谷運動公園21周）を走りました。

町内外から14チームの参加がありました。各チームは、大会に備

えて取り組んできた練習の成果を発揮し、チーム一丸となって約21

kmという長丁場の完走に挑みました。昨年に引き続き、出場14チー

ムの全てのチームが制限時間としていた３時間以内での完走をはた

しました。

主催の勝浦郡陸上競技協

会では、｢こうした取り組

みからランニングの普及を

図り、住民の健康の増進と

徳島駅伝での成績向上につ

なげていきたい。｣と話して

います。

チーム成績は次のとおり

です。

１位 Team ＫＳ １時間05分36秒

２位 ホワイトエンゼル

１時間10分40秒

３位 かめさん爆走チーム

１時間12分38秒

４位 春うさぎ2005

５位 シーサイド阿南

６位 チームプイプイ

７位 ＴＥＡＭラン・らん・ＲＵＮ

８位 上勝選抜

９位 あおだたみランニングクラブ

10位 でんでん虫ランナーズ

11位 日立化成ポリマー

12位 横瀬ランニングクラブ

13位 ファイアー・エルボー

14位 生小トレインズ

▲近畿ふるさと会 懇親会の様子

関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会

参
加
者
全
員
に
よ
る
集
合
写
真

▲第２回みんなで走ろうハーフマラソン大会
スタート時の様子

第２回 みんなで走ろうハーフマラソン大会

近
畿
・

関
東
の

両
ふ
る
さ
と
会
総
会

開
催
さ
れ
る
！

大
阪
方
面
や
東
京
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
勝
浦
出
身
者

の
会
、
近
畿
ふ
る
さ
と
会
・
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
の
総
会

が
あ
い
つ
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、
近
畿
に
川

口
町
長
、
関
東
に
中
田
助
役
が
出
席
、
国
清
議
長
や
議
員
も

参
加
し
ま
し
た
。
両
総
会
と
も
に
今
回
役
員
改
選
が
あ
り
、

退
任
さ
れ
た
方
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
役
員
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

懇
親
交
流
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
提
言
や
共
に
協
力
し

勝
浦
町
を
売
り
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
な
ど
あ
り
が
た
い
情

報
交
換
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
勝
浦
と
の
き
ず
な

を
大
切
に
と
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
近
畿
ふ
る
さ
と
会
総
会
は
、
甲
子
園
の
近
く
西
宮
市
の
ホ

テ
ル
で
五
月
二
十
九
日

×
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６月２日 ～４日 まで与川内ホタル祭り（与川

内ホタル村保存会主催）が開催されました。

辺りが暗くなり始めると、坂本川から支流の沼谷

川まで、延べ1.5キロでホタルが跳び始め、川岸に詰

め掛けた見物人は、幻想的な光に見とれていました。

▼

ホタル祭り
▼

横瀬小学校消防署見学

６月８日 横瀬小学校４年生19名が、社会科「火事

をふせぐ」の学習で役場を訪れました。勝浦町の消防

の仕組みについてお話を聞いた後、消防自動車格納庫

を見学しました。火事が起きたときには、私たちのお

父さんたちが作っている消防団が、自分の仕事をおい

て急いで火を消しにいくそうです。

私たちの命や安全は、町の仕組みや自分の町は自分

で守るという消防団や役場の人の力で守られていると

いうことが分かりました。

machikado sanpomichi

▲トレセン

６月７日 ふれあいの里さかもとで、阿南市内の全

８中学校の生徒会役員の交流を目的としたトレセンが

開催されました。

生徒56人が参加し、午前中は星谷運動公園で川魚の

ジンゾク捕り、午後はわら草履や竹ぼうき作り、スカー

フやハンカチを染める草木染めに取り組みました。

▲勝浦郡小学校体操発表会

６月３日 生比奈小学校で勝浦郡内の小学生74

名が参加して行われました。マット運動、鉄棒運

動、跳箱運動の発表が行われました。

日ごろの練習の成果が１人ひとりの演技の中に

確かな自信がうまれていました。

▲生名 平井恵美さん撮影

６月 町内の出来事
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★★★平成17年度の高齢者教室を下記の表のとおり開催します★★★

高齢者の方ならどなたでも無料で参加できますので、ぜひ一度ご参加ください。なお、今年度から受講証（写

真参考）を全員の方にお渡ししますので、受講される教室で単位認定印を押してもらってください。認定印10個

ごとに記念品を贈呈します（認定印は年度をまたがっても可。）ので頑張って受講してください。

また、年度内の全講座（平成17年度は９講座）を受講された方には、奨励証及び記念品を贈呈します。受講証

は７月３日の社会総合大学開校式（二宮清純氏記念講演会）受付におきまして交付します。開校式当日に参加で

きない方は、その後の受講会場でも受け取ることができます。

ご不明な点は、勝浦町教育委員会 (2)2515までご連絡ください。

開催日時
講 座 ・ 教 室 名

場 所 定員 備 考
一 般 教 養 人 権 健 康 教 室 文化･趣味講座

17.７/３
社会総合大学開校式
（二宮清純講演会）

勝浦町農村環境改善
センター

なし

８/21 阿波人形芝居フェ
スティバル勝浦

勝浦町農村環境改善
センター

なし

９/27 リトミック体操
子育て交流支援セン
ター（旧沼江保育所） なし 飲み物付き

10/25 絵手紙作り体験 ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

11/12 リトミック体操
子育て交流支援セン
ター（旧沼江保育所） なし 飲み物付き

12/６
うどん打ち･そば
打ち体験試食

ふれあいの里さかもと 30名
事前申込み必要
（先着30名）

12/未定 人権講演会
勝浦町農村環境改善
センター

なし
日程変更の可
能性あり

18.１/17
つたかご･リース
作り体験 ふれあいの里さかもと 30名

事前申込み必要
（先着30名）

２/未定 人権講演会
勝浦町農村環境改善
センター

なし 記念品贈呈

平成17年度 高齢者教室

①事前申込みが必要な講座は、勝浦町教育委員会 (2)2515へ開催日の７日前までに申し込んでください。（電話でも可）

②送迎バスは、下記のとおり運行します。（７月３日の開校式は福祉バスがあいていませんので運行できません。ご了承ください。）

③都合により日程・内容を変更する場合がございます。（変更する場合は広報誌等でお知らせします。）

④健康教室は軽い体操ができる服装で参加してください。

⑤いずれの講座も参加料は無料です。

⑥開始時間は全ての講座とも午後１時からとなっております。

⑦定員のある講座は先着順とし、定員になりしだい受付を締め切ります。

⑧各講座の案内文書は送付いたしませんので、１年間この表を大切に保管してください。

（広報ではお知らせします。）

▼高齢者教室福祉バス運行表
講座・教室名 運 行 時 間

阿波人形芝居フェ

スティバル勝浦

人権講演会

◎生名･中角･山西･掛谷･沼江･石原･今山･黒岩･星谷･久国･棚野･中山･横瀬 方面

役場発…生名（11:30）…中角…西岡（11:35）…沼江…石原（11:45）…今山…黒岩…星谷（12:00）…

星谷橋…棚野（12:10）…JA東とくしま横瀬支所（12:15）…改善センター（12:20）

◎与川内・坂本 方面

黄檗（12:35）……坂本郵便局……与川内……改善センター（12:50）

絵手紙作り
うどん打ち
そば打ち体験試食
つたかご・リース
作り体験

役場発……星谷（11:50）……黒岩……今山（11:55）……沼江……石原（12:05）……西岡……

中角……生名（12:20）……棚野……JA東とくしま横瀬支所（12:25）……与川内…………………

黄檗（12:40）……ふれあいの里さかもと（12:45）

健康教室

◎坂本･与川内･横瀬･中山･棚野･久国･生名･中角･西岡・石原・沼江 方面

坂本トンネル（11:45）…黄檗…坂本郵便局（11:50）…与川内（11:55）…JA勝浦支所〔中山･出見勢･

前川〕（12:00）…棚野…役場前（12:05）…生名（12:10）…中角…西岡（12:15）…石原（12:25）………

子育て支援センター（12:30）

◎今山・黒岩・星谷 方面

子育て交流支援センター…今山橋…今山（12:40）…黒岩…星谷（12:45）…星谷橋………………

子育て交流支援センター（12:55）

※あくまでも予定時刻ですので、余裕をもってバスをお待ちください。また、途中でバスが満杯になった場合は、
その時点でいったん目的会場まで行き、その後バスが引き返すようになっていますので、ご了承ください。



特別障害給付金制度が
始まりました

国民年金だより

①平成３年３月以前に国民年金任意加入であった

学生

②昭和61年３月以前に国民年金任意加入対象であっ

た被用者年金制度(厚生年金保険、共済組合等)

の加入者の配偶者

上記①②の方で、当時、任意加入していなかっ

た期間内に初診日があり、現在障害基礎年金の

１級、２級相当の障害の状態にある方が対象と

なります。ただし65歳に達する日の前日までに

当該障害状態に該当された方に限ります。

なお、障害基礎年金や障害厚生年金、障害共

済年金などを受給することができる方は対象と

なりません。

１級 年額60万円 (月額５万円)

２級 年額48万円 (月額４万円)

・支給額は、自動物価スライドがあります。

・老齢年金等を受給されている場合や所得によっ

ては、支給制限があります。

・支払いは年６回

(２月、４月、６月、８月、10月、12月)です。

請求の窓口は、市町村役場です。

・給付金の支払いは、請求のあった月の翌月分か

らとなります。(７月に請求すると、８月から支

給額を計算します。) 請求が遅れた場合、遡っ

て支給できませんので早めに請求を行ってくだ

さい。

・給付金を受給されることとなった国民年金第１

号被保険者の方は、申請により、国民年金の保

険料が免除されることになります。

国民年金に関する問い合わせは

徳島南社会保険事務所 088（652）3111

役場 住民課年金係 (2)1501

支給の対象となる方
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国民年金に任意加入していなかったことにより、障害基礎年金等を受給していない方について、

国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情により、福祉的措置として「特別障害給付金

制度」が創設されました。

支 給 額

窓 口

ご注意いただきたいこと

最
近
、
徳
島
県
内
で
弁
護
士
事
務
所
を
名
乗
り
、

過
去
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
聞
き
出
そ
う
と
す
る
、

不
審
な
電
話
が
あ
り
ま
す
。

電
話
内
容
の
詳
細
と
し
て
、
「
弁
護
士
事
務
所
だ
が
、

十
五
年
前
に
お
宅
が
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
業
者
が
悪
質

事
業
者
と
判
明
し
た
。
書
類
を
書
い
て
も
ら
え
ば
、

五
十
万
円
ほ
ど
返
金
で
き
る
。」
や
「
弁
護
士
事
務
所

だ
が
、
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託
を
受
け
、

リ
フ
ォ
ー
ム
の
事
業
者
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
お

宅
が
依
頼
し
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
を
教
え
て
欲
し

い
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
こ
と
の
あ
る
お
宅
ば

か
り
を
狙
っ
て
電
話
を
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
特
定

の
事
業
者
の
顧
客
名
簿
が
流
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

電
話
の
目
的
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
新
た
な

セ
ー
ル
ス
に
つ
な
が
っ
た
り
、
何
か
書
面
を
書
か
さ

れ
る
場
合
は
、
新
た
な
契
約
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

消
費
者
の
豆
知
識
⑰

個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を
！



14

小
川
に
て
雑
魚
捕
る
子
ら
も
い
な
い
過
疎

与
川
内

武

田

裸

天

俺
・
お
前
変
わ
ら
ぬ
仲
の
友
が
い
る

棚
野

島

つ
と
む

お
手
本
に
せ
よ
と
燕
は
休
み
な
く

坂
本

平

尾

智

男

鬼
ば
か
り
で
は
な
い
神
も
居
る
世
間

棚
野

殿

川

早

苗

音
程
は
少
し
違
う
が
歌
は
歌

横
瀬

呑

口

久

子

お
し
ぼ
り
の
温
さ
に
心
熱
く
す
る

立
川

前

田

千

恵

鬼
刑
事
鋭
い
勘
で
ほ
し
を
追
う

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

乙
姫
の
い
る
竜
宮
が
ま
だ
見
え
ぬ

生
名

岩

本

敏

子

重
い
荷
を
二
人
で
わ
け
て
峠
越
す

横
瀬

西

蔭

素

人

押
し
売
り
の
涙
に
負
け
て
無
駄
を
買
い

横
瀬

桜

木

千

代

延
命
治
療
の
断
り
書
い
て
壁
に
貼
る

横
瀬

中

田

万

里

寒
い
や
ら
真
夏
日
や
ら
で
春
終
わ
る

久
国

美

馬

真

由

若
者
に
も
っ
た
い
な
い
を
嫌
わ
れ
る

立
川

堀

梅

子

読
書
好
き
過
ぎ
て
世
間
に
遠
く
い
る

棚
野

殿

川

早

苗

五
月
晴
れ
釣
り
を
諦
め
茶
摘
み
す
る

横
瀬

前

田

好

月

老
い
の
知
恵
何
を
言
う
て
も
逆
ら
わ
ず

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

村
が
市
に
な
っ
て
も
過
疎
に
変
わ
り
な
し

横
瀬

日

下

美

里

も
の
忘
れ
し
て
人
並
み
に
老
い
て
ゆ
く

中
山

山
下
ふ
さ
を

義
母
偲
び
手
順
を
ま
ね
て
新
茶
も
む

横
瀬

関

東

紀

美

容
体
を
言
い
つ
つ
や
は
り
種
を
蒔
く

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

送
り
出
し
や
っ
と
一
人
の
テ
ィ
タ
イ
ム

横
瀬

桜

木

千

代

合
併
で
歴
史
の
町
の
名
が
消
え
る

横
瀬

日

下

美

里

新
茶
摘
む
野
外
体
験
嫁
や
孫

横
瀬

関

東

紀

美

あ
の
家
も
跡
と
り
出
来
た
鯉
の
ぼ
り

横
瀬

前

田

好

月

飛
び
切
り
の
笑
顔
振
り
ま
き
演
技
終
え

横
瀬

呑

口

久

子

山
の
中
か
ら
す
が
枇
杷
を
落
と
し
て
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

咲
く
は
よ
し
散
る
鮮
や
か
な
桜
で
す

横
瀬

西

蔭

素

人

空
し
さ
が
心
の
襞
で
欠
伸
す
る

久
国

美

馬

真

由

古
里
の
風
は
過
去
か
ら
吹
い
て
く
る

棚
野

田

中

思

葦

神
様
の
声
を
狂
っ
た
人
が
告
げ

棚
野

田

中

思

葦

甘
い
誘
い
桜
吹
雪
の
中
で
聞
く

横
瀬

中

田

万

里

農
日
記
去
年
の
所
開
け
て
見
る

立
川

前

田

千

恵

桜
な
ら
家
に
も
一
人
咲
い
て
ま
す

棚
野

島

つ
と
む

夢
買
え
ば
ま
た
も
夢
な
り
宝
く
じ

与
川
内

武

田

裸

天

作
業
着
よ
今
日
は
勤
労
感
謝
の
日

立
川

堀

梅

子

神
様
も
時
々
そ
っ
と
目
を
瞑
る

生
名

岩

本

敏

子

〈
評
〉
神
様
に
も
温
情
が
あ
り
ま
す
。
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
て
く
れ
た
事
に
感
謝
し
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

人
が
良
い
に
も
ほ
ど
ほ
ど
と
叱
ら
れ
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
真
面
目
な
人
ほ
ど
こ
ん
な
事
は
と
き
ど

き
あ
る
こ
と
で
す
。
夫
婦
そ
ろ
っ
て
こ
れ
で

楽
し
く
毎
日
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

畦
道
で
集
う
三
人
二
百
歳坂

本

平

尾

智

男

〈
評
〉
過
疎
と
高
齢
化
は
川
柳
の
題
材
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
二
百
歳
と
言
っ
た

と
こ
ろ
に
句
の
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

歳
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
う
影
法
師

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
自
分
の
老
化
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
第

三
者
か
ら
見
る
自
分
を
影
法
師
と
し
て
見
た

時
に
、
つ
く
づ
く
実
感
し
た
の
で
し
ょ
う
。

よ
い
句
で
す
。

「
お
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

八
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇
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国保と医療費

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方および前期高齢受給者

の方。ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象になりません。

(６～８月に実施する総合健診及び農協で実施する健診を受診された人も対象となりません。)

対 象 者

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、役場税務課へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは役場税務課国保係〈 (2)1503〉まで問い合わせください。

申し込み
方 法

申し込み
締 切 日

成人病
検 診

脳 ドック

癌 検 診
人間ドック
検査項目

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診（視触診）

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小

板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、

ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ｒ－ＧＰＴ、

ＺＴＴ、Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、

蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、

ＵＡ、Ｎａ、Ｃ１、Ｋ、クレアチニン、

血糖、ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、

ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査

胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、

腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,100円

（自己負担 5,500円・補助金額30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成17年９月15日から10月20日までの

病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

脳ドック
検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集

脳検査、聴力検査、ＭＲＩ(脳の断面図)、

ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,900円

（自己負担 6,100円・補助金額 34、800円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成17年９月27日から平成18年２月16日

までの病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

癌検診
検査項目 男性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９、ＰＡＰ

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌、

前立腺癌等）

女性 ＣＥＡ、ＣＡ19－９

（膵臓癌、胆管癌、大腸癌、胃癌、肺癌等）

費 用 男性 8,300円

（自己負担 1,300円・補助金 7,000円）

女性 7,500円

（自己負担 1,200円・補助金6,300円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成17年９月15日から10月20日

までの病院指定日

募集人数 40人（申し込み順とします）

を受けて
みませんか？

人間ドック



今
の
日
本
は
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
社

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ

て
、
老
人
に
対
す
る
差
別
や
、
虐
待

な
ど
の
事
件
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
社
会
を
支
え
て
き
た
老

人
が
、「
老
人
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
差
別
さ
れ
る
の
は
あ
ま
り
に
も
ひ

ど
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て

一
生
懸
命
尽
く
し
て
き
た
老
人
が
、

そ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

私
の
家
に
は
七
十
九
才
に
な
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
笑
い
上
手
で
、
い
つ
も
大
き
な

声
で
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
最

近
は
そ
の
笑
顔
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は

痴
呆
で
し
た
。

最
初
の
症
状
は
、
た
だ
一
、
二
回

同
じ
こ
と
を
聞
い
て
く
る
だ
け
で
し

た
。
そ
の
頃
は
家
族
の
み
ん
な
も
、

あ
ま
り
気
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
う
ち
に
、
聞
い
て
く
る
回

数
が
増
え
て
き
て
、
痴
呆
だ
と
い
う

現
実
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
み
ん
な
で
病
気
と
闘
っ
て
い
こ

う
と
誓
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
私
が
部
屋
で
友
達
と
遊

ん
で
い
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お

菓
子
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
何
回
も
。
友
達
は

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
も
し
ろ
い
ね
。」

な
ど
と
言
っ
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
行
動
が

と
て
も
恥
ず
か
し
く
、
ず
っ
と
下
を

向
い
た
ま
ま
で
し
た
。
こ
れ
が
、
そ

の
後
の
私
の
イ
ラ
イ
ラ
の
始
ま
り
で

し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
痴
呆
は
ひ
ど
く

な
る
一
方
で
、
私
自
身
も
毎
日
同
じ

こ
と
を
聞
い
て
く
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
イ
ラ
イ
ラ
が
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
何
度
も
聞

い
て
い
く
に
つ
れ
て
、
み
ん
な
の
態

度
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
い
い
気

分
で
は
な
い
よ
う
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
お
父
さ
ん
が
言
い
ま

し
た
。

「
痴
呆
は
治
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
う

ち
ら
が
出
来
る
こ
と
は
、
少
し
で
も

症
状
を
遅
れ
さ
せ
る
こ
と
な
ん
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
み
ん
な
の
力
が
い

る
ん
だ
。」

そ
の
言
葉
に
、
今
、
自
分
が
や
れ

る
こ
と
は
何
な
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、
私
は
自
分
の
出
来

る
こ
と
を
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

「
会
話
」
と
い
う
課
題
を
。

で
も
、
私
に
は
イ
ラ
イ
ラ
を
我
慢

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
言
っ
て
は
い
け

な
い
言
葉
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
い
つ
も
の
よ

う
に
私
に
問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。

「
兄
ち
ゃ
ん
は
何
時
に
帰
っ
て
く
る

ん
だ
？
」

私
は
し
っ
か
り
と
答
え
ま
し
た
。

「
六
時
く
ら
い
だ
よ
。」

さ
ら
に
、
二
回
、
三
回･･･

･･･

と

何
度
も
聞
い
て
く
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

い
つ
も
の
光
景
で
し
た
。

「
兄
ち
ゃ
ん
は････････････

」

「
う
る
さ
い
！
同
じ
こ
と
を
何
回
も

言
わ
な
い
で
よ
！
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
！
」

私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
問
い
か
け
を

ふ
せ
ぐ
か
の
よ
う
に
大
声
で
ど
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
て
こ
と
を･･

････

。」

私
は
息
を
ハ
ア
ハ
ア
言
わ
せ
な
が

ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
て
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
鼻
を
赤
く
し
て
眼

鏡
の
奥
に
光
る
も
の
を
の
ぞ
か
せ
な

が
ら
私
を
じ
ー
っ
と
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。
泣
い
て
い
た
の
で
す
。

私
は
部
屋
に
か
け
こ
み
、
し
ゃ
が

ん
で
、
自
分
の
言
っ
た
言
葉
に
対
し

て
反
省
し
ま
し
た
。
今
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
私
の
手
が
な
い
と
ダ
メ
な
の

に
、
私
は
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
低

だ
。
そ
し
て
私
は
す
ぐ
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
部
屋
に
行
き
、
言
い
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ゆ
る
し
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
き
ょ
と
ん
と
し
た
顔
で
、

「
何
か
あ
っ
た
の
か
？
」

と
言
い
ま
し
た
。
胸
が
き
つ
く
し
め

つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
が

謝
っ
た
理
由
す
ら
忘
れ
て
た
の
で
す
。

私
は
、
何
が
何
だ
か
わ
か
っ
て
い
な

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
何
回
も
言
い

ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
末
っ
子
の
私

に
い
つ
も
優
し
く
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
保
育
所
の
帰
り
に
も
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
自
転
車
に
乗
っ
て
私
を

迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
ジ

ン
マ
シ
ン
に
な
っ
た
時
も
、
病
院
で

ず
ー
っ
と
看
病
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
っ
て
も
優
し
か
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
今
度
は
私
が
優
し
く
し
て
あ
げ

る
番
。
何
で
も
打
ち
あ
け
て
ね
。
食

べ
に
く
い
時
は
言
っ
て
ね
。
私
に
出

来
る
こ
と
な
ら
何
で
も
言
っ
て
ね
。

何
回
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
も
い
い
か

ら
。私

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
や
り
と

り
を
通
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い

う
一
人
の
人
間
を
温
か
く
見
つ
め
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

確
か
に
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、

痴
呆
に
な
っ
た
り
し
た
老
人
の
世
話

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
今

の
私
が
あ
る
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
お
か
げ
な
の
で
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
何
回
で
も
何
で

も
聞
い
て
ね
。」

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

第
二
十
四
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文

集
よ
り

何回でも聞いてね

16
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図書館だより

☆小学校低学年の部

ないた 中川ひろたか

バスをおりたら… 小泉るみ子

ひ・み・つ たばたせいいち

アリからみると 桑 原 隆 一

☆小学校中学年の部

かげまる 矢部美智代

いえでででんしゃはこしょうちゅう？ あさのあつこ

犬ぞりの少年 Ｊ．Ｒ．ガーディナー

スズメの大研究 国 松 俊 英

☆小学校高学年の部

歩きだす夏 今 井 恭 子

空のてっぺん銀色の風 ひろはたえりこ

ぼくらはみんな生きている 佐々木 洋

アレクセイと泉のはなし 本 橋 成 一

☆中学校の部

秘密の道をぬけて ロニー・ショッター

魔の海に炎たつ 岡崎ひでたか

甦れ、ブッポウソウ 中 村 浩 志

☆高等学校の部

村田エフェンディ滞土録 梨 木 香 歩

天国の五人 ミッチ・アルボム

アフガニスタンに住む彼女からあなたへ 山 本 敏 晴

課題図書そろいました新着図書の一部紹介
小学校の部各５冊、中学校の部各２冊、高等学校

の部各１冊用意しています。

夏休みに入ると利用者が急増しますので、課題図
書に限り、１人１冊、期間は５日以内を厳守して、

限られた期間内にたくさんの方に利用してもらえる

よう、ご協力をお願いします。

戦国自衛隊1549 福 井 晴 敏

くうねるところすむところ 平 安寿子

幸福な結末 辻 仁 成

ビネツ ～微熱～ 永井するみ

あなたと、どこかへ。 吉田修一ほか

パレット 前川 麻子

天切り松闇がたり 第４巻 昭和侠盗伝 浅 田 次 郎

命のことば 瀬戸内寂聴

いだてん剣法 ～渡世人瀬越しの半六～ 東 郷 隆

不思議の国のトットちゃん 黒 柳 徹 子

無頼の絵師 澤田ふじ子

日本道路公団 ～借金30兆円の真相～ ＮＨＫ報道局

月森紀子のナチュラルスイーツ 月 森 紀 子

お弁当いただきます！ 平野恵理子

まちかど花ずかん 南 孝 彦

★おはなし会

24日 午後２時から
図書館幼児室

★県立図書館協力巡回日

○印（右記カレンダー）

★休館日
○印（右記カレンダー）

★図書館が閉っている時の返
却本は玄関横のブックポス
トに入れてください。

７月の行事
★ ７ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

／ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
24

31

日 時 ７月26日 午前10時～12時

場 所 福祉センター１階

講 師 新 居 晋 氏・丸 関 朋 子 氏

準備するもの えんぴつ・絵の具セット

※用紙は図書館で用意します。参加希望者は

７月21日 までに図書館へお申込みください。

日 時 ７月29日 午後２時～午後４時

場 所 福祉センター３階

講 師 松 下 義 和 氏・関東誉司 氏

準備するもの えんぴつ・絵の具セット

※用紙は図書館で用意します。参加希望者は

７月23日 までに図書館へお申込みください。

漫画・ポスター教室

絵 画 教 室
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の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

５ 火

乳 腺 ・ 甲 状 腺 検 診 ９:00～10:00

農村婦人の家

乳腺・甲状腺検診
40歳以上の女性

子宮がん検診
20歳以上の女性

骨粗鬆症検診

問 診 票乳 腺 ・ 甲 状 腺 検 診
子 宮 が ん 検 診
骨 粗 鬆 症 検 診

13:30～14:30

７ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

満40歳以上の住民 問 診 票

12 火 総 合 健 診 ８:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

満40歳以上の住民 問 診 票

13 水 健康相談・介護教室 13:30～ 中 角 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

14 木 健 康 相 談 ９:30～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

15 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年１月１日から
６月30日までに生まれ
た子

母子健康手帳

25 月 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00
沼江コミュニ
ティセンター

乳幼児とその家族

26 火 総 合 健 診 ８:00～10:00 生名センター 満40歳以上の住民 問 診 票

27 水 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 横 瀬 集 会 所 乳幼児とその家族

28 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
農村環境改善
セ ン タ ー

満40歳以上の住民 問 診 票

29 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年11月１日から
平成17年５月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

30 土 ふ れ あ い 教 室 10:00～14:00 掛 谷 集 会 所 乳幼児とその家族

平成17年８月31日 ～11月30日 の毎週水曜日

午後１時30分から午後３時まで

住民福祉センター

ストレッチング、イスやチューブ、ダンベルを使った運動など

65歳以上の方で、15名程度。先着順で受付けます

（原則、約３ヶ月間の運動教室へ継続して参加が可能な人）

約2，000円

徳島大学応用生理学研究室

７月15日 まで

寝たきり予防を目的とした転倒骨折予防教室を開催します。

受講を希望される人は、役場福祉課 （2）1502までお申し込みください。

転倒骨折予防教室の参加者募集!!

【注意事項】教室開始時と終了時に、動脈硬化の検査や体力測定、質問紙を利用した日常生活調査などを実施します。

日 時

場 所

内 容

募集人数

参 加 費

指 導

申込締切

楽しく体を
動かして

みませんか？
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７月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
土
曜
日

（16日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

７月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
火
曜
日

（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店跡地前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

七
月
二
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

七
月
九
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

●

七
月
十
三
日

●

七
月
二
十
七
日

※第三月曜日・第三火曜日が祝日（７月18日 ）のため収集日が変更になっています。
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保 健 だ よ り

現在、予防接種法に基づき、日本脳炎の予防接種は定期接種として実施されていますが、去る５月に厚生労

働省から、現行の日本脳炎ワクチンの使用で重症のＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）との因果関係が認定され

たとの報告があり、慎重を期するために、現行の日本脳炎ワクチンの接種勧奨を差し控えることとなりま

した。

日本脳炎は定期予防接種で、保護者が予防接種を受けさせることを特に希望する場合は、医療機関の医

師から、日本脳炎の効果及び副反応等の説明を受け、同意の上、予防接種を行うことは差し支えありませ

ん。医療機関に同意書がありますので、接種を希望される方は必ず、ご署名ください。

また、接種を見合わせる方は、念のため、戸外に出るときには、できる限り長袖及び長ズボンを身につ

けるなど、日本脳炎ウィルスを保持する蚊に刺されないよう注意が必要です。

日本脳炎とは、どのような病気ですか？

日本脳炎とは、日本脳炎ウイルスの感染によっておこる中枢神経（脳や脊髄など）の疾患です。ヒトから

ヒトへの感染はなく、ブタなどの動物の体内でウイルスが増殖された後、そのブタを刺したコガタアカイ

エカ（水田等に発生する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって感染します。東アジア・南アジアにか

けて広く分布する病気です。

日本脳炎の症状はどんなものですか？

ウイルスを持つ蚊に刺されたあとも症状なく経過する（不顕性感染）場合がほとんど（過去には、100人か

ら1000人の感染者の中で１人が発病すると報告されている）ですが、症状が出るものでは、６～16日間の

潜伏期間の後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引き続き急激に、光への過敏症、意識障害

（意識がなくなること）、神経系障害（脳の障害）を生じます。症状が出る可能性は少ないのですが、症状

が出た人のうち、約15％が死亡に至る病気といわれており、幼少児や老人では死亡の危険は大きくなって

います。

現行の日本脳炎予防接種はどのようになっていますか？

予防接種法にもとづく現行の定期予防接種スケジュールは以下のようになっています。

１期（3回） 初回接種（２回）：生後６か月以上90か月未満（標準として３歳）

追加接種（１回）：初回接種後おおむね１年後（標準として４歳）

２期（1回） ９歳以上13歳未満の者（標準として９歳）

３期（1回） 14歳以上15歳以下の者（標準として14歳）

ＡＤＥＭ（アデム、急性散在性脳脊髄炎）とは、どのような病気ですか？

ある種のウイルスの感染後あるいはワクチン接種後に、稀に発生する脳神経系の病気です。ワクチン接種

後の場合は、通常接種後数日から２週間程度で発熱、頭痛、けいれん、運動障害等の症状があらわれます。

ステロイド剤などの治療により完全に回復する例が多く、良性の疾患とされていますが、運動障害など神

経系の後遺症が10％程度あるといわれています。

麻疹（はしか）、水痘（みずぼうそう）、ムンプス（おたふくかぜ）、インフルエンザなどのウイルスやマイ

コプラズマなどの感染後にみられ、病原体感染の後におこることもあるといわれています。ワクチン接種

は毎年たくさんの子どもにおこなわれるので、ワクチン後にＡＤＥＭがみられた場合は、ワクチン接種に

よるものとウイルスなどの病原体の感染によるもの、あるいは原因不明のものとの区別が困難です。

現在の日本脳炎ワクチンは、製造の過程で微量ながらマウスの脳組織成分が混入する可能性があり、この

成分によってＡＤＥＭが起こる可能性が否定できないとされています。

日本脳炎ワクチン接種の積極的勧奨差し控えＱ＆Ａ（厚生労働省ＨＰより抜粋）

日本脳炎について

Ｑ１

Ａ１

急性散在性脳脊髄炎（ＡＤＥＭアデム）について

Ｑ２

Ａ２

Ｑ３

Ａ３

Ｑ４

Ａ４

出生児 ６ヶ月 12ヶ月 18ヶ月 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳

日本脳炎ワクチン ３ 回 １回 １回

日本脳炎の予防接種について
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Ｑ５

Ａ５

Ｑ６

Ａ６

Ｑ７

Ａ７

日本脳炎ワクチンを接種したことによるＡＤＥＭの副反応は、どれくらいあるのですか？

予防接種後にＡＤＥＭがみられたとして、因果関係は明らかでないまま予防接種副反応報告に報告された

例は平成６年度から現在までに21件みられます。予防接種後にみられたＡＤＥＭの患者さんで、予防接種

法に基づく健康被害救済制度の認定を受けた方の数は、平成元年度から平成17年5月までで14件です。

定期予防接種として、日本脳炎ワクチンの積極的な勧奨を差し控えた理由はなんですか？

マウスの脳を用いた現在の日本脳炎ワクチンとそれを接種した後の重症ＡＤＥＭ発生との因果関係がある

との判断が下されたことから、現時点ではより慎重を期するため、定期予防接種として現行の日本脳炎ワ

クチン接種の積極的勧奨は行わないよう、各市町村に対し勧告を行ったものです。

日本脳炎の予防接種を受けたのですが、ＡＤＥＭにかかる心配はないのでしょうか？

日本脳炎ワクチンの副反応としてのＡＤＥＭは、70～200万回の接種に１回程度、きわめてまれに発生する

と考えられています。万が一発症しても通常は軽快し、その後の再発はみられません。予防接種によると

考えられるＡＤＥＭでは、通常、ワクチン接種後数日から２週間程度の間に発熱、頭痛、けいれん、運動

障害等の症状があらわれます。症状が疑われる場合には、医療機関において医師の診察を受けてください。

接種をうけても症状のない場合は、健康診断や検査を受ける必要はありません。

万が一、重い副反応が起こったら補償はありますか？予防接種が原因と特定されなければ補償されないのでしょうか？

予防接種法に基づく予防接種により疾病、障害、死亡等の健康被害を生じた場合には、被害者に対して予

防接種健康被害救済制度によって、医療費の支給、障害年金の支給等を行うこととなります。なお、救済

制度の対象となる健康被害は、厚生労働大臣が予防接種との因果関係を認定したものに限ります。

今回の措置により、日本脳炎が流行することはありませんか？

日本脳炎の感染源は日本脳炎ウイルスを媒介する蚊ですが、媒介蚊に刺されたからといって必ずしも発病

するものでもありません。また、わが国では1970年代以降患者数は著しく減少しましたが、その理由とし

ては予防接種の普及の他に、蚊のウイルス保有率の減少、環境改善による蚊に刺される機会の減少など複

数の要因の組み合わせの結果と考えられています。そのために国内の多くの地域では、予防接種を行わな

くても直ちに流行する機会は著しく減少していると考えられます。また、すでに予防接種をうけている年

齢層では、ある程度の免疫を持っていると考えられます。これらのことから、本年予防接種をうけるべき

年齢の方が予防接種をうけなくても、日本脳炎に感染し発症する機会は極めてまれと考えられます。ただ

し、一般的な注意として戸外へ出かけるときには、念のためできる限り長袖、長ズボンを身につけるなど、

ウイルスを持った蚊に刺されないよう十分な注意をすることをお勧めします。

組織培養法による新しい日本脳炎ワクチンは、よりリスクが低いものと期待されているそうですが、本当なのですか？

組織培養法によるワクチンとは、試験管内で培養したヒトや動物の組織・細胞でウイルスを増殖させるた

め、不純物が混入する可能性は低く、リスクはより低いものと考えられています。

新しい日本脳炎ワクチン（細胞培養ワクチン）ではＡＤＥＭは発生しないのでしょうか？

組織培養法によるワクチンとは、試験管内で培養したヒトや動物の組織・細胞でウイルスを増殖させるた

め、理論的には接種後のマウス脳成分による問題が起こる可能性はなくなります。

組織培養法による日本脳炎のワクチンが承認されるまで、日本脳炎の予防接種は受けられないのでしょうか？

日本脳炎の流行地域へ渡航する者、蚊に刺されやすい環境にある者など、日本脳炎に感染するおそれが高

い場合などで、本人又は保護者が特に希望する場合には、今回の措置と日本脳炎ワクチンの効果及副作用

を医師から説明を受け、同意書に署名した上で現行の日本脳炎ワクチンの接種を受けることは差し支えあ

りません。

東南アジア諸国等日本脳炎の汚染地域に旅行する場合は、予防接種を受けるべきですか？

日本脳炎の流行地域（朝鮮半島、台湾、中国、ベトナムなど）へ渡航するなど、日本脳炎に感染するおそ

れが高い場合には、今回の措置並びに日本脳炎ワクチンの効果及副作用を医師から説明を受け、同意書に

署名した上で現行の日本脳炎ワクチンの接種を行うことは差し支えありません。日本脳炎ワクチンの接種

は海外渡航の際に義務付けられてはいませんが、状況によっては勧奨している国もあります。最寄りの検

疫所や医療機関でよく相談の上自らの判断を行ってください。

今回の積極勧奨差し控え措置について

今後の日本脳炎予防接種と新ワクチンに関して

Ｑ８

Ａ８

Ｑ９

Ａ９

Ｑ10

Ａ10

Ｑ11

Ａ11

Ｑ12

Ａ12

Ｑ13

Ａ13

問い合わせは (２)１５０２ 役場福祉課 保健師まで
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日 時 場 所 備 考

７月１日

７月９日

７月15日

７月22日

７月29日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年５月16日～平成17年６月15日（敬称略）

人 口（平成17年５月31日現在）

世帯数 2,119戸

男性 3,173人

女性 3,405人

計 6,578人

出生 男 ２人 女 １人 計 ３人

死亡 男 ５人 女 ２人 計 ７人

転入 男 １人 女 １人 計 ２人

転出 男 ２人 女 ５人 計 ７人

吉 岡 正 治 さん（掛谷） 前 田 純 孝 さん（中山）

中 根 百 恵 さん（棚野） 大 川 利 介 さん（棚野）

福 山 直 樹 さん（中角） 平 畠 宏 行 さん（生名）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（５月16日～６月15日）

ご利用ください！

日 時 ７月14日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ７月11日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ７月９日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休みです)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088-655-5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

時間延長年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所開設

土曜日年金相談

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

７月 勝浦郡夜間救急当番表
７月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
７月６日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

７月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
７月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月14日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

７月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
７月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月22日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

７月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
７月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月28日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

７月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

お誕生おめでとう

大字棚野字西久保 ）平 岡 拓 也
茉 梨

長男 正
まさ

暉
き

二男 迅
じん森 内 誠 悟

子）大字沼江字平間

長女 美
び

杏
あん

歌
か岡 田 茂 記

優 子）大字三溪字樫渕

長女 羽
わ

叶
かな大 治 樹

聖 子）大字生名字石垣

長男 太
たい

晴
せい麻 植 新 吾

千 鶴）大字中角字大籔

おくやみ申します

大字星谷字中奥 瀬 藤 子（95歳）

大字中角字大籔 福 山 （83歳）

大字生名字東 柿 巧（91歳）

大字棚野字野神元 大 川 勝 子（77歳）
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